
神
輿

黒
漆
金
銅
装

弓
§
雷

超
�
。

神
輿

二
基

社
殿
と
同
時
代

城
独

の
物
に
し
て

八
角
八
棟
造
で

あ
り
ま
す

Ｉ
薯

「
奈
良
県
指
定
有
形
文
化
財
」

湯
釜

往
昔
御
湯
と
申
し
産
湯
濃
祓
に
せ
し
も
の

な
り

総
高
（
二
尺
九
寸
）

径
（
一
尺
七
寸
）

柴
燈

大
小
二
基
あ
り

大
（
四
尺
四
寸
余
）
小
（
三
尺
六
寸
余
）

湯
釜
、
柴
燈
は
皆
鉄
に
て
造
ら
る

釣
燈
籠

八
角
に
し
て
金
銅
製
一
対
あ
り

※
非
公
開

以
上
全
部
慶
長
九
年
豊
臣
秀
頼
卿
の

寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

三
十
六
歌
仙

此
額
は
道
光
親
王
の
御
筆
に
し
て
画
は

狩
野
永
徳
の
画
か
れ
た
も
の
で
す
。

神
社
の
宝
物

の霊場と参詣道）産(紀伊山地世界文化遣

建暑式
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御
祭
神

御
本
殿

御
正
殿
（
吉
野
水
分
神
社
）

天
水
分
大
神

右
殿
（
子
守
宮
）
玉
依
姫
命
天
萬
拷
幡
千
幡
姫
命

天
津
彦
火
瓊
々
杵
命

左
殿
（
子
守
若
宮
）
御
子
神
高
皇
産
霊
神

少
彦
名
神

幣
殿

子
守
大
明
神

境
内
社

大
神
社
（
八
幡
宮
）
大
峯
鎮
守
三
十
八
所
神
（
八
幡
神
）

柴
神
社

子
ど
も
の
皮
虐
病
治
癒
の
神
様

住
吉
社
（
祓
戸
社
）
住
吉
四
神

祓
所

金
精
明
神
（
金
山
比
古
神
）

粋
さ
ぶ
る
繋
報
こ
ご
ｌ
き
み
吉
野
の

水
分
山
を
兄
れ
ば
悪
ｌ
も

（
万
景
集
よ
り
）

本
殿

三
殿
一
棟
造

中
央
春
日
造

左
右
流
造

桧
皮
葺

幣
殿
単
層
切
妻
造

柿
葺

拝
殿

入
母
屋
造

柿
葺

楼
門
及
廻
廊

重
層
入
母
屋
造

栃
葺

以
上
桃
山
時
代
代
表
建
築
（
重
要
文
化
財
）

Ｉ
｜
拝

殿
一
Ｉ

|

’

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
吉
野
山
一
六
一
二

よ
し
の
み
く
ま
り
じ
ん
じ
ゃ

こ
も
り
の
み
や

吉
野
水
分
神
社
子
守
宮

電
話

○
七
四
六
（
三
二
）
三
○
一
二

弊 殿

一身

聯
拝

殿

’楼門および廻廊

子
守
明
神
は
子

守
地
蔵
菩
薩
の

垂
迩
（
子
守
三
所

権
現
）
で
、
当
社

は
現
在
も
大
峯

奥
駈
修
行
・
修
験

道
の
行
場
（
七
十

二
摩
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

｜

｜
’

本
殿



水
分
神
を
幼
児
の
守
護
神
と
い
ふ
こ
と
、
如
何
に
も
不
審

ら
し
く
思
は
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
当
神
社
の
御
祭
神
は
、
御
主

神
の
外
に
、
尚
六
柱
あ
り
ま
し
て
御
正
殿
の
右
方
の
御
殿
に

は
天
萬
拷
幡
千
幡
姫
命
（
ア
メ
ノ
ョ
ロ
ヅ
タ
ク
ハ
タ
チ
ハ
タ
ヒ

メ
）
、
玉
依
姫
命
（
タ
マ
ョ
リ
ヒ
メ
）
、
天
津
彦
火
瓊
々
杵
命
（
ア

マ
ッ
ヒ
コ
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
）
を
奉
斎
し
、
左
方
の
御
殿
に
は
御
子
神

（
ミ
コ
）
、
高
皇
産
霊
神
（
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
）
、
少
名
彦
名
神
（
ス

ク
ナ
ヒ
コ
ナ
）
を
奉
斎
し
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
て
そ
の
い
わ
れ
は
知

れ
ま
す
。

ま
ず
、
右
殿
天
萬
拷
幡
千
幡
姫
命
と
、
瓊
々
杵
命
と
は
親

子
に
て
、
左
殿
の
三
柱
も
、
皆
親
子
神
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
天

萬
拷
幡
千
幡
姫
命
は
、
高
皇
産
霊
神
の
御
子
神
で
あ
り
ま
す

が
、
天
照
大
神
の
御
子
天
忍
穗
耳
尊
に
配
し
給
ひ
て
、
瓊
々

杵
命
を
生
み
ま
し
、
保
育
そ
の
よ
る
し
き
を
得
て
、
聡
明
英

達
、
こ
の
国
土
に
降
臨
さ
れ
、
皇
詐
の
基
を
建
て
給
ひ
、
又
玉

依
姫
命
は
、
御
姉
豊
玉
姫
命
に
か
わ
り
て
鵜
草
不
合
葺
尊
を

御
保
育
し
、
後
に
不
合
葺
尊
に
配
し
給
ひ
し
て
、
神
武
天
皇

を
生
み
奉
り
、
そ
の
保
育
又
よ
る
し
き
を
得
て
神
武
天
皇
が

終
に
こ
の
大
和
の
国
に
於
て
日
本
国
の
紀
元
を
ご
創
立
さ
れ

し
、
い
と
も
尊
く
、
い
と
も
目
出
度
瑞
祥
の
存
す
る
を
以
て
、

こ
の
二
姫
命
を
幼
児
守
護
の
神
と
し
て
子
守
明
神
と
た
ｆ
へ

庶
人
の
尊
崇
す
る
に
至
り
し
事
、
極
め
て
道
理
あ
る
事
で
あ

り
ま
す
。

以
上
略
述
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、
水
分
神
社
と
い
ふ
は
、

御
正
殿
の
天
水
分
大
神
に
よ
り
て
唱
へ
奉
る
称
号
に
て
、
主

吉
野
水
分
神
社
は
、
二
○
○
四
年
（
平
成
十
六
年
）
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
文
化
遺
産
（
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
）
の
構
成

遺
産
の
一
部
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
吉
野
山
に
鎮
座
の
当
神
社
は
、
延

喜
式
神
名
帳
に
、
吉
野
水
分
神
社
大
月
次
・
新
嘗
と
あ
る
旧
社
に

し
て
、
大
和
四
処
水
分
の
第
一
に
数
え
ら
れ
、
俗
に
子
守
明

神
と
も
申
さ
れ
ま
す
。
御
主
神
は
天
之
水
分
大
神
（
ア
メ
ノ
ミ

ク
マ
リ
）
で
あ
り
ま
し
て
、
水
戸
の
神
の
御
子
神
に
て
、
続
日
本

紀
文
武
天
皇
二
（
六
九
八
）
年
夏
四
月
戌
午
奉
馬
乎
吉
野
水

分
神
祈
雨
也
と
あ
り
、
み
く
ま
り
は
水
配
り
に
て
、
山
谷
よ
り

流
れ
出
づ
る
水
を
、
程
よ
く
田
畑
に
分
配
し
て
、
灌
概
の
便
を

図
り
給
う
神
で
あ
り
ま
す
。
も
と
灌
概
の
便
を
図
り
て
糘
し

ょ
く
の
事
を
掌
理
し
給
ふ
神
で
あ
り
ま
す
が
故
に
、
古
来
風

雨
順
な
ら
ず
、
旱
天
な
ど
う
ち
続
き
て
稼
し
ょ
く
を
損
ふ
が

1■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■
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如
き
こ
と
あ
る
時
に
は
い
つ
も

朝
廷
よ
り
、
馬
及
び
御
幣
物
を

奉
献
し
て
、
こ
の
神
に
祈
り
給

ふ
を
例
と
せ
ら
れ
し
の
み
な
ら

ず
、
中
古
神
祇
官
に
於
て
行
は

せ
ら
れ
し
祈
年
祭
及
び
六
月
、

十
二
月
の
月
次
祭
に
は
、
案
上

官
幣
に
預
る
大
社
で
あ
る
事

は
、
延
喜
式
の
祝
詞
に
徴
し
て

も
明
白
の
事
実
で
あ
り
ま
す
。

守
の
神
に
ふ
さ
わ
し
く
緑
豊
け
き

頭
髪
を
中
央
か
ら
左
右
に
わ
け
て

両
肩
か
ら
背
後
に
垂
れ
衣
紋
は
肩

先
か
ら
膝
の
上
へ
全
体
が
正
三
角

形
と
い
う
美
学
の
原
則
そ
の
ま
ま

で
あ
り
ま
す
。
尚
、
天
萬
拷
幡
千
幡

姫
命
の
御
神
像
も
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
御
神
像
は
御
神
体
故
、

公
開
は
致
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

と
し
て
山
々
谷
々
よ
り
流
れ
出
づ
る
荒
水
を
甘
水
に
な
し

て
、
程
よ
く
田
畑
に
分
配
し
て
、
稼
し
ょ
く
を
成
熟
せ
し
め
給

ふ
農
業
御
守
護
の
方
よ
り
た
§
へ
奉
り
、
子
守
明
神
（
子
守
宮

・
子
守
若
宮
）
と
い
ふ
は
、
左
右
両
殿
に
奉
斎
せ
る
神
々
に
よ

り
て
た
ｈ
へ
奉
れ
る
に
て
、
御
祭
神
に
出
生
保
育
、
幼
児
守
護

の
大
巧
徳
を
備
へ
給
へ
る
に
よ
り
、
何
時
と
な
く
唱
へ
奉
る
称

号
で
あ
り
ま
す
。

祭
神
の
玉
依
姫
命
の
御
神
像
は
、
日
本
第
一
の
美
女
神
像
に

て
現
在
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
等
身
大
彩

色
十
二
単
衣
を
ま
と
い
、
端
麗
豊
頬
で
お
目
の
下
に
あ
る
か

な
き
か
の
微
笑
を
ふ
く
み
慈
愛
の
柔
か
さ
は
、
面
長
下
ぶ
く

れ
の
高
貴
さ
と
相
映
え
て
平
安
王
朝
時
代
の
貴
女
（
中
宮
彰

子
）
の
気
品
を
備
え
、
え
く
ぼ
ま
で
表
出
さ
れ
て
い
て
愛
児
に

呼
び
か
け
て
い
る
生
き
た
女
神
と
い
っ
た
感
じ
が
あ
っ
て
御
子

さ
れ
ば
当
社
に
て
は
、
古
来
大
祭
と
し
て
盛
大
な
る
御
田

植
祭
を
毎
年
四
月
三
日
に
斎
行
し
、
遠
近
の
氏
子
崇
敬
者
御

恩
頼
を
蒙
り
、
又
神
恩
に
報
寶
す
る
を
恒
例
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
当
神
社
の
事
を
、
古
く
よ
り
子
守
宮
と
い
ひ
伝
へ
神

名
帳
考
証
な
ど
に
も
吉
野
水
分
神
社
大
月
次
、
新
嘗
祭
水
神

今
云
子
守
明
神
と
あ
り
て
、
世
人
は
こ
の
神
社
を
出
生
養
育

即
ち
幼
児
守
護
の
神
と
し
て
崇
敬
し
、
既
に
豊
臣
秀
吉
も
、
こ

の
神
に
祈
願
し
て
秀
頼
を
設
け
、
そ
の
縁
に
よ
り
て
慶
長
年

中
建
部
内
匠
頭
光
重
を
奉
行
と
し
建
築
再
建
に
当
ら
し
め
た

る
も
の
に
て
、
現
に
建
物
全
部
が
重
要
文
化
財
に
編
入
せ
ら

れ
居
る
は
、
其
の
当
時
再
建
の
ま
ま
の
建
物
で
あ
り
、
そ
れ
が

桃
山
時
代
の
豪
華
を
も
っ
て
す
る
の
で
華
麗
で
あ
り
、
精
巧
を

極
め
て
い
ま
す
。
国
学
者
の
泰
斗
と
し
て
有
名
な
る
本
居
宣

長
翁
も
、
翁
の
父
母
が
、
こ
の
神
に
祈
請
を
こ
め
し
霊
験
に
よ

り
生
れ
た
と
い
う
事
が
、
翁
の
三
度
迄
も
当
神
社
に
詣
で
、
報

寶
せ
ら
れ
、
そ
の
祈
詠
み
残
さ
れ
し
和
歌
に
よ
り
て
も
明
白

で
あ
り
ま
す
。

煮
野
山
え
は
え
ぬ
ど
も
水
分
の

幹
の
み
ま
へ
も
お
う
が
む
が
よ
さ

水
分
の
粋
の
ち
は
ひ
の
な
か
り
せ
ば

こ
れ
の
あ
が
身
は
生
れ
こ
め
や
も

父
母
の
昔
恩
へ
ば
袖
ぬ
れ
ぬ

水
分
山
に
両
は
ふ
ら
ね
ど
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